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すいすい会
デ ー タ サ イ エ ン ス

第15回「自動機械学習Google 
AutoML Tablesと

ForecastFlowの比較」
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すいすい会の紹介
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nデータサイエンスの領域に関して知見を共有しあい、みんなで実践的な理解
度を高めたい

n自分の知見などを自由に発言してください
（呼び水のテーマ紹介をします）

nしばらくの期間は、自動機械学習を中心にお話をさせてください

n資料：　 GRIホームページ　https://gri.jp/news/12924

nSlack　 ForecastFlowチャンネル　
https://join.slack.com/t/forecastflowusers/shared_invite/enQtNTgyMjcxOTg0NzcxLTBkOWEzYWMwNDJmNTkyMDQzYmIxYWU0YW
I4ZmU3ZDU0ZTMxNDUwODAxMWFmYmU1YjJiZGI0MjRhYWYyYTNlZTQ

nYouTube: GRIチャネル　https://www.youtube.com/channel/UCDVGqf-dgczYHMfPzpQ0jNQ
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過去のすいすい会の動画（YouTube）
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https://www.youtube.com/channel/UCDVGqf-dgczYHMfPzpQ0jNQ/videos
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ForecastFlowの簡単説明
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入力データに応じて最適な機械学習モデルを自動的に構築する
AutoML（自動機械学習） サービス

• 予測することが得意

• 誰でも予測が「かんたん」にできる
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予測活用のベストプラクティスを自動機械学習ツール化
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誰でも予測が「かんたん」にできる
（プログラム不要）

データサイエンティスト集団

know-how
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Disclaimer
n本発表でGoogle AutoML TablesとForecastFlowを比較します。

nこの比較は実機にて行ったものでありますが、特殊なデータの可能性
があり、一般性を持った結果ではありません。

n参考程度に見ていただき、ご自身のデータで比較検討することをお薦
めいたします。（実データでの比較検証のサポートも可能です）

6



©GRI Inc.

アジェンダ
nGoogle AutoML Tablesの基本機能の説明
n選定基準の設定方法

–訓練編
• 事前的な予測精度
• 解釈性
• 訓練速度
• 試行錯誤のしやすさ

–推論編
• 推論速度
• 自動化
• 事後的な予測精度

n費用
n連携性
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Google AutoML Tables
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• 大規模データの訓練＆推論が高速で処理できる

• 特徴量エンジニアリング等を前提としていない
• （入力が正しければ、最適な解を出す思想）



デモ
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デモのシナリオ〜ある米国の電話会社〜
n解約が増えていることが悩み

–解約増加の主な原因を探りたい
–原因を探るだけでなく解約を減らす施策も考えたい
–日々更新されるデータを用いて見込み解約顧客を事前に見つけたい
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通話料金

契約代理店

通話時間

世帯属性

オプション
契約

契約期間

CS
問い合わせ
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デモのシナリオ〜ある米国の電話会社〜
nデータセットの詳細

– ユーザ数：　3,333
– 特徴量　：　19
– 解約率　：　14.5%(=483/3,333)
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通話料金

契約代理店

通話時間

世帯属性

オプション
契約

契約期間

CS
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デモ
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訓練編
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事前的な予測精度
nいくつかのデータセットで試した
ところ、Google AutoML Tables
はトップクラスの予測精度
–F1スコア基準
–ForecastFlowもほぼ同程度の精度
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AutoML Tables

実案件で試したツール
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訓練結果の解釈性
n予測モデルを改善するための手がかりが乏しい
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訓練結果の解釈性
n予測モデルを改善するための手がかりが乏しい
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訓練結果の解釈性
n予測モデルを改善するための手がかりが乏しい
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訓練結果の解釈性
n予測モデルを改善するための手がかりが乏しい
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軸が固定されており、読み取りが困難
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訓練速度
n訓練の時間は1~72時間のモードから選択

–長い訓練時間の方が精度が良い傾向

nForecastFlowで数分で終わるデータセットでも１時間かかる
（Google AutoML Tablesはいくつかの不要なアルゴリズムをわざわざ
念のため走らせているため）

nただし、ForecastFlowで数十時間かかるデータセットを３時間で終わ
らせることができる（ForecastFlowは途中打ち切りのような仕掛けが
まだない）
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試行錯誤のしやすさ
nモデル改善の手がかりが、本当に何もない

n特徴量間の相関分析、感度分析、モデル分割等、一切ない
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ForecastFlowの対話的に訓練結果やデータ理解の画面
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推論編

21



©GRI Inc.

推論速度は超高速
n約2,000万件のデータセットを15分で、予測スコアの付与

–BigQuery連携時
nなお、同じデータをForecastFlowは9分15秒

–最近67倍の高速化を実現
–Parquetファイル連携時
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パイプラインでの実行時間（他のツールは、相当時間がかなるデータ量）
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推論9分15秒

ForecastFlow

BigQuery(Tokyo)
移行26秒Parquet

出力20秒
BigQuery(tokyo)

アップロード1~2分
性別予測スコア算出
2,000万件を12分ほど

BigQuery(US) 推論15分

性別予測スコア算出
2,000万件を16分ほど

Google AutoML Table

GCP(Tokyo )
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推論の自動化
nスケジュール実行機能

nAPI経由で自動化を行う
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事後的な予測精度（予測スコアと実データの比較）
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予測スコア

予測スコア

正答率

正答率

ForecastFlow

Google 
AutoML Tables

※Google AutoML Tablesは
確度の高い予測スコアが
少なかった（両端）
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費用
n訓練は時間課金

–１訓練当たり、数百円〜数万円（大きなデータの場合）のケースが典型的
–試行錯誤をする前提だと、データサイエンティストに精神的に負担

n推論に関しては、ほとんど無料と考えてOK
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連携性
nGCPのUSやEUリージョンを前提

nGCS上のCSV、あるいはBigQuery
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Google AutoML Tablesに関するまとめ
n試行錯誤を前提にした自動機械学習ではない

n正しいデータセットがあると考えられる場合、高精度な訓練結果を、
そこそこの訓練時間で、超高速な推論結果を得られる

n金額は、試行錯誤しないならば安価で済む

n参考資料
–〜AutoMLで実践する〜 ビジネスユーザーのための機械学習入門シリーズ 
【第 4 回】AutoML のための ML デザイン　
https://cloud.google.com/blog/ja/products/ai-machine-learning/practical-machine-learning-with-automl-series-4

–ただし、AutoML Tablesにない画面（pythonで自分で出力した画面）が含ま
れているので要注意
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次回のすいすい会
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n2021年4月28日（水）12:00-13:00
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無料トライアル・アカウントの配布
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nトライアル・アカウントの詳細ページ
• https://forecastflow.org/freetrial/welcome
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残っている質問（今後、説明していきたい内容）
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• その他のビジネスの実践例を知りたい

• どのくらい正解データの数があるべきか

• 未来の施策と機械学習の実行タイミングの関係性

• ダウンサンプリングとProbability Calibration

• 効果検証

• 様々な自動機械学習ツールの比較

• 様々なETL/ELTツールの比較

• Feature Store、分析基盤、CDPの説明


